


       気管挿管とは、心

肺停止になった傷病 
者に口から気管にチューブを挿入 
し、肺に直接酸素を送り込む処置 
です。 
救急救命士はこれまでも器具に

よる気道確保を行っていました

が、気管挿管でなければ気道確保

が困難な事例もあり、より確実な

気道確保を行うことが可能となり

ました。 
      薬剤投与とは、心 
   臓停止になった傷病

者の静脈へ点滴を行い、薬剤（ア

ドレナリンという強心剤）を投与

し、多様な薬剤により蘇生効果の

向上や、後遺症の軽減に効果を期

待する処置です。この処置により

心臓停止になった傷病者の抹消の

血管を収縮させ、心臓から脳細胞

に送る血液の量を増やします。 
 

 

 

十日町地域消防本部では、平成 19 年度事
業として救急車の更新で新たに高規格救急車

を導入いたしました。これに伴い平成 20 年
４月１日から高規格救急車と救急救命士を西

分署に配置し、現在本署、南分署と合わせ、

３台での運用を開始いたします。 

ポイント２ 

ポイント１ 

「救急救命士は、救急現場における知識･技術を習得し

適切な処置を行うため病院における実習が不可欠で

す。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。」 

高規格救急自動車 

・

・

救
急
救
命
士
法
の
改
正
に
よ
り
、
救
命

士
が
行
え
る
医
療
行
為
の
処
置
範
囲
が
拡

大
い
た
し
ま
し
た
。 

処
置
範
囲
の
拡
大
は
平
成
16
年
７
月
よ

り
「
気
管
挿
管
」
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
「
薬

剤
の
使
用
」
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
心
肺
機

能
停
止
状
態
の
傷
病
者
」
に
限
り
、
医
師

の
指
示
に
基
づ
き
可
能
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
処
置
範
囲
を
拡
大
す
る
に
あ
た
り
、

国
か
ら
講
習
と
病
院
実
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
厳
密
に
規
定
さ
れ
、
講
習
等
を
終
了

し
た
救
命
士
が
新
潟
県
知
事
よ
り
認
定
を

受
け
、
救
急
現
場
に
お
い
て
処
置
が
実
施

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

現
在
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
「
気

管
挿
管
修
了
者
３
名
」
、
「
薬
剤
投
与
修
了

者
７
名
」
の
救
命
士
が
認
定
を
受
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
認
定
救
命
士

の
養
成
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

救
急
救
命
士
が
「
気
管
挿
管
」
と
「
薬
剤
投
与
」
実
施
可
能
に
！ 

これまで西分署管内は、「救命」を要す救急

要請時には、本署の高規格救急車と西分署の

救急車が２台同時出動し、現場か病院への搬

送途中でドッキングし、必要な場合には救急

救命士による「救命処置」が行われてきまし

たが、今後は西分署管内においても高規格救

急車に救急救命士が搭乗していることとな

り、必要な処置までの時間短縮が可能となり

ます。 
 しかし、現在医療行為の一部が可能となっ

た救急救命士には、国より示された研修や実

習が課せられており、勤務人員の都合上救急

救命士が搭乗できない場合もあります。 
なお、このような場合の時には、今まで同

様、本署等から高規格救急車が同時に出動し、

早期救命処置に対応いたします。 

３ 台運用開始 

 毎日が 火の元警報 発令中 ２



 

 

住宅用火災警報器 ！  
Ｑ 住宅用火災警報器ってなに？ 
Ａ 火災の煙や熱を自動的に感知して“音”や“声”で知らせてくれる機器

です。十日町地域消防本部管内では新築住宅には平成１８年６月１日か

ら、既存住宅は平成２３年６月１日から設置を義務付けられます。 

Ｑ なぜ、住宅用火災警報器が必要なの？ 
Ａ 住宅火災でなくなった方のうち、約７割が逃げ遅れによるものです。住

宅用火災警報器を設置することで、火災をいち早くキャッチし、逃げ遅

れを減らし大切な命を守ることができます。 

設置していますか？

「消防署の方から来ました」、「この住宅用火災警報器でないとだめです」などと、

不安をあおったり、強引に売りつけようとする業者には注意してください。消防

署が業者に販売を委託したり、署員が販売することはありません。不審に思われ

たら、はっきりと断りましょう。 
住宅用火災警報器を購入後、一定期間内であればクーリング・オフ（無条件解

約）の対象となるなど、いくつかの対処方法があります。悪質訪問販売と疑わし

い事例に遭遇したら、消防本部予防課、またはお近くの署所へ連絡ください。 

――住宅火災から大切な命を守るために―― 

今お住まいの住宅に住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 
◆十日町地域消防本部予防課 
０２５－７５７－１５５７ 
◆住宅用火災警報器相談室 
     （フリーダイヤル）

 ０１２０－５６５－９１１ 

≪問い合わせ先≫ 

３ 

 

平
成
20
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。 

 

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
◆ 

【
乙
種
第
４
類
】 

十
日
町
市
（
ク
ロ
ス
10
） 

 
 

５
月
26
日
（
月
）
、
27
日
（
火
） 

【
申
込
受
付
期
間
】 

 
 

４
月
28
日
〜
５
月
12
日 

 

◆
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
◆ 

十
日
町
市
（
ク
ロ
ス
10
） 

 
 

７
月
２
日
（
水
）
〜
７
月
３
日
（
木
）

【
申
込
受
付
期
間
】 

 
 

６
月
２
日(

月)

〜
６
月
30
日
（
月
） 

   

危
険
物
取
扱
者
試
験
、
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
等
の
詳
細
は
日
程
等
決
ま
り
次
第
、

市
町
の
広
報
紙
、
消
防
だ
よ
り
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

  
申
込
用
紙
は
、
最
寄
の
消
防
本
部
・
分

署
・
分
遣
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆ 

十
日
町
地
域
消
防
本
部 

予
防
課 

☎
０
２
５
―
７
５
７
―
１
５
５
７

平成２０年１月３０日に妙高市で重軽傷者３名、

建物４棟を全焼する爆発事故が発生しました。高圧

ガスボンベは、安易な取扱いをすると思わぬ事故と

なります。事故を防止するため以下の点にご留意く

ださい。 
・ 高圧ガスボンベの取扱いは専門業者に依頼し、

安全に使用してください。 
・ 長年使用していないボンベは専門業者に回収

してもらうようにしてください。 

点検を 重ねて築く “火災ゼロ” 

悪質な訪問販売にご注意を！ 

高圧ガスボンベの事故防止について ストーブの煙突にご注意を！
 薪ストーブの煙突内にタールやススが付

着することが原因で、異常燃焼が多発して

います。 
 事故を起こす前に

定期的に煙突掃除を

行いましょう。 

タールとススが付着した

煙突、とても危険です。  

► 



    

 

１
月
29
日
（
火
）
十
日
町
市
西
本
町

１
の
十
日
町
市
博
物
館
で
消
防
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 
 

当
日
は
雪
模
様
の
中
、
「
旧
館
１
階
展

示
室
の
復
元
民
家
よ
り
出
火
、
全
館
に
延

焼
の
恐
れ
あ
り
」
と
の
想
定
で
、
来
館
者

の
避
難
誘
導
、
文
化
財
資
料
の
搬
出
訓
練

等
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
始
ま
り
、
消
防

隊
に
よ
る
放
水
訓
練
、
は
し
ご
車
に
よ
る

屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
人
の
救
出
訓
練

等
が
整
然
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
で
す
。
文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世

界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎
上
し
、

国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
損
し 

            

た
こ
と
を
契
機
と
し
、
以
来
、
毎
年
こ
の

日
を
中
心
に
、
防
火
訓
練
な
ど
の
文
化
財

防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。   

安心の 暮らしの中心 火の用心 ４

 

国
宝
の
火
焔
型
土
器
を
守
れ
！ 

◇ 国宝とは？ ◇ 
文化財には、有形文化財、無形

文化財、民族文化財等々があり、

国宝とされるものは、有形文化財

のうち重要なものとして重要文化

財に指定され、かつ、世界文化の

見地から価値が高く、類のない国

民の宝たるものに限られているも

のです。 

十日町市消防団では、消防団の充実強化、地域

の安全・安心の推進を目的に女性消防団員を募集

します。 
◆募集人員 １０名程度 
◆応募資格 十日町市内に居住または勤務する

１８歳以上５０歳未満の健康な女性

◆募集期間 ～４月１０日（木） 
      ※ただし、予定人員に達した場合は

       締め切りとさせていただきます。

◆活動内容 ①各種行事への参加（消防演習、防

       災訓練、出初式など） 
      ②防火指導（高齢者宅訪問など） 
      ③救急講習普及活動など      

◆処 遇 
①報酬…出動ごとに費用弁償、年間一定額の報酬

②被服…制服、活動服などの貸与 
③福利厚生…公務災害補償制度、福祉共済制度 
      退職報償金支給制度（勤続５年以上）

◆採用期日 平成２０年５月１日付 

申し込み・問合せ 

十日町地域消防本部 総務課消防団係 
〒９４８－００３６ 
 十日町市北新田１番地の１０ 
Tel   025-757-1556 （内線 224） 
Fax   025-757-8499 



 

第
63
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
（
長
野

県
野
沢
温
泉
村
で
開
催
）
に
十
日
町
地
域
消

防
本
部
・
署
か
ら
３
選
手
が
出
場
い
た
し
ま

し
た
。 

 

昨
年
成
年
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
Ｃ
５
キ
ロ

で
優
勝
し
た
佐
藤
昭
則
消
防
士
長
（
写
真
上 

西
分
署
）
は
７
位
入
賞
、
同
種
目
で
出
場
し 

た
宮
沢
修
消
防
士
長
（
写
真
中
、
消
防
本
部
） 

は
10
位
、
ま
た
、
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
成
年
男

子
Ｂ
大
回
転
に
出
場
し
た
中
村
裕
也
副
士

長
（
写
真
下
・
本
署
）
は
36
位
と
な
り
ま
し

た
。 

 
３
名
と
も
本
来
の
力
を
出
し
切
れ
な
か

っ
た
今
年
の
国
体
で
し
た
が
、
来
年
地
元
で

開
催
さ
れ
る
新
潟
国
体
に
リ
ベ
ン
ジ
を
誓

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 ３月８日（土）、東京皇居内濠

周回コースで第１９回消防本部

対抗駅伝競走大会が行われ、十

日町地域消防本部は堂々の３位

入賞を果たしました。 
 選手は、トンネル内の歩道で

の走り込みや、クロカンスキー

など雪国ならではの練習を積み

重ねこの大会に臨みました。 
  
第１区 徳永 健（西分署） 
 第２区 飯塚裕喜（本 署） 
 第３区 宮澤直人（南分署） 
 第４区 村山 亮（本 署） 
 第５区 瀬沼哲司（西分署） 

５ 便利さに 慣れて忘れる 火のこわさ 

平
成
19
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰 

 

 

防
火
思
想
の
普
及
、
消
防
施
設
の
整

備
や
、
団
員
の
教
育
、
訓
練
の
実
施
等

長
年
の
功
績
に
よ
り
次
の
方
々
が
消

防
庁
長
官
表
彰
「
永
年
勤
続
功
労
章
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

  

十
日
町
市
消
防
団 

副

団

長 
 

瀬
沼
伸
彦
（
松 

代
）

分

団

長 
 

徳
永 

稔
（
船  

坂
）

副
分
団
長 

  

早
川
順
一
（
浦 

田
）

 

津
南
町
消
防
団 

副

団

長 
 

大
見
幸
雄
（
辰
ノ
口
）

 

消
防
本
部 

消
防
司
令 

 

小
山
勇
蔵
（
西
分
署
）

―平成１９年― 
◇災害出動件数◇ 

Ｈ19.1.1～12.31まで 
火 災    ４２件（－ ２） 
焼死者     １人（－ ３） 
救 急 ２，５２０件（－２７） 
救 助    ５２件（－２８） 
 
      ※（ ）は前年比 

３ 位入賞！  

 

卒
業
・
入
学
・
入
社
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

今
年
の
十
日
町
消
防
は
８
人
も
の
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス
が
消
防
士
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
「
平
成

世
代
」
「
女
性
消
防
官
」
も
お
り
、
新
し

い
時
代
の
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
反
面
、
「
２
０
０
７
年
問
題
」
団

塊
の
世
代
の
大
量
退
職
が
今
年
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
熟
練
の
経
験
・
知
識
を
持
っ

た
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
退
職
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
す
。
組
織
力
を
低

下
さ
せ
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
維

持
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。 

 

消
防
歴
３
０
年
を
超
え
る
先
輩
か
ら

の
経
験
談
・
技
術
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多

く
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
消
防
に
は

失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
表
面

に
は
現
れ
な
い
小
さ
な
失
敗
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
過
去
の
歴
戦
の
失
敗
を
学
ぶ

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
現
場
活
動
で
大
き

な
失
敗
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
貴
重
な
現
場
経
験
を
吸
収
し
、
活

か
し
て
い
く
こ
と
は
、
残
る
私
た
ち
の
重

要
な
役
割
な
の
で
す
。 

 

８
人
も
の
入
れ
替
わ
り
が
今
年
ど
の

よ
う
な
形
で
現
れ
る
か
は
未
知
で
す
が
、

新
人
消
防
官
の
育
成
は
急
務
で
す
。
私
も

気
持
ち
を
若
く
持
ち
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

新
人
に
負
け
な
い
よ
う
に 

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 



男
�
�
�
だだ

四
日
町

四
日
町

四
日
町

地元開催で燃えよ、 消防魂 !!

月例点検を終えた後のミーティング。血気盛んな彼らの熱き話は尽きない。

第５９回新潟県消防大会
ポンプ操法競技会へ向けて
＜特集～其の１～＞
十日町市消防団
十日町方面隊第５分団 自動車部ノ巻

発行　十日町地域消防本部

〒 948-0036
十日町市北新田１番地 10
ＴＥＬ (025)757-0119
ＦＡＸ (025)757-8499
http://www.tiara.or.jp/~fre119/index.html

※ 4月 1日からＥ -mail が変更になります。
tfd119@tokamachi-kouiki.jp
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今
号
�
次
号
�
�
�
出
場
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
当
�
紹
介
�
�
�
�
�
�
�

�

今
回
�
�
�
�
車
操
法
�
部
�
出
場
�
�
�
十
日
町
方
面
隊

第
�
分
団
自
動
車
部
�
大
会
�
向
�
�
意
気
�
上
�
�
団
員
�

話
�
聞
�
�
�
�
�

20
年
ぶ
り
の
地
元
開
催　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
半
端
じ
ゃ
な

い
で
す
（
笑
）
と
語
る
の
は

自
動
車
部
を
率
い
る
部
長
の
月
岡
信

之
さ
ん
（
38
歳
）―

以
下
部
長
。

　

そ
の
反
面
、
自
信
も
の
ぞ
か
せ
る
。

そ
れ
は
、
３
年
前
に
出
場
し
た
上
越

市
で
の
消
防
大
会
の
経
験
が
あ
る
か

ら
だ
。「
あ
の
時
は
本
当
に
無
我
夢

中
で
し
た
が
、
今
回
は
違
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
３
年
が
経
ち
、
選
手
も
成

長
し
ま
し
た
。
心
の
準
備
は
万
全
で

す
」昨

年
、
前
哨
戦
と
な
る
地
区
支

会
大
会
で
は
、
選
手
の
疲
労

が
た
た
り
、
２
位
に
甘
ん
じ
た
。

村
山
雄
二
さ
ん
（
38
歳
・
団
員
）
は
、

頭
で
分
か
っ
て
い
て
も
体
が
動
か
な

い
。
あ
の
時
は
疲
れ
が
ピ
ー
ク
だ
っ

た
と
振
り
返
る
。

　

ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
は
大
抵
、
夜

に
行
わ
れ
る
。
当
然
、
仕
事
で
疲
れ

た
体
に
は
疲
労
が
ど
ん
ど
ん
蓄
積
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
反
省
か
ら
、
８
月
ま
で
の
長

丁
場
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
部
長
は
、

「
休
養
は
敢
え
て

4

4

4

取
る
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
ず
、
大
会
に
向

け
て
ピ
ー
ク
の
波
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
私
の
役
目
」
と
言
い
切
っ
た
。

「
選
手
は
今
の
所
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と

キ
ッ
パ
リ
。
今
回
は
５
分
団
す
べ

て
の
班
か
ら
選
手
を
選
抜
す
る
予
定

だ
。
そ
の
中
で
お
互
い
競
い
合
っ
て
、

レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
く
。

「
こ
の
大
会
は
５
分
団
全
体
で
向
か

わ
な
け
れ
ば
、
成
績
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
意
味
が
無
い
ん
で
す
よ
。
い

い
年
こ
い
た
30
過
ぎ
の
オ
ッ
サ
ン
達

が
こ
れ
だ
け
一
生
懸
命
に
な
れ
る
こ

と
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
操
法
を
通

じ
て
、
消
防
の
基
本
操
作
の
習
得
は

う
。「
結
果
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
ど
れ
だ
け

の
こ
と
を
や
っ
た
か
と
い
う
経
過
が

大
事
で
す
か
ら
。
地
元
（
ホ
ー
ム
）

で
の
戦
い
な
の
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も

含
め
、
全
員
で
栄
冠
を
勝
ち
取
り
た

い
で
す
ね
！

　

四
日
町
の
逆
襲
に
大
い
に
注
目
が

集
ま
る
こ
と
は
必
死
だ
。

　
　
　
　

■
次
号
予
告
■

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
出
場
す
る
、

松
之
山
方
面
隊
と
津
南
町
消
防
団
を

お
送
り
し
ま
す
。

リ
ベ
ン
ジ
マ
ッ
チ

第
５
分
団
全
体
で
闘
う

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、TEAM

（
チ
ー
ム
）

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
全
員
か
ら
意

識
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
必
ず
や
地
域
や
家
庭
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
だ
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。

「
ポ
ン
プ
操
法
が
奏
で
る
結
束
力
」

こ
れ
が
自
分
た
ち
を
よ
り
強
く
し
て

く
れ
る
、
見
え
な
い
力
だ
と
思
い
ま

す
。前

回
大
会
で
悔
し
さ
を
味
わ
っ

た
ウ
チ
の
団
員
は
、
今
か
ら

総
合
体
育
館
に
通
っ
て
体
力
づ
く
り

を
始
め
て
い
ま
す
。

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
厳
禁
！
）

　

部
長
が
一
番
に
期
待
し
て
い
る
の

が
、
団
員
の
宮 

功
一
さ
ん
（
30
歳
・

団
員
）
だ
。「
彼
は
前
回
大
会
の
失

敗
か
ら
、
特
に
今
回
は
燃
え
て
い
ま

す
。
彼
が
今
年
の
キ
ー
マ
ン
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。」

　

目
標
は
控
え
め
な
３
位
以
内
と
言

目
標
は
ベ
ス
ト
３
以
内
！

消防だより  火の用心 ２００８年（平成 20年）３月 25 日号消 防 団

男
�
�
�
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